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特集 - 微小害虫の生態 と 防除 ( 6 ) 

グ ラ ジ オ ラ ス アザ ミ ウ マの最近 に お け る 発生 と 防除
茨城県立農業大学校園芸部 中

は じ め に

茨城県稲敷郡阿見町の 元茨城県園芸試験場ガ ラ ス 室 に
栽培 さ れ て い た グ ラ ジ オ ラ ス に 寄生 し た ス リ ッ プ ス は
1985 年 6 月 ， 農水省蚕糸 ・ 昆虫農業技術研究所宮崎昌久
氏 に よ り ， グ ラ ジ オ ラ ス ア ザ ミ ウマ と 確認 さ れた。 同 じ
頃， 静岡県南伊豆で も 宮崎氏 に よ り 確認 さ れ， こ れが 日
本での初確認 と な っ た。 こ れ を 受 け て 1 986 年の全国的な
調査の結果， グ ラ ジ オ ラ ス 栽培地帯 に 広 く 分布 し ， 1 4 府
県 35 市町村で発生 し て い る こ と が明 ら か に さ れた 。 初確
認後 7 年 を 経過 し た が， 他の微小害虫同様当初 2�3 年 は
切花生産地帯 を中心 に問題が多 か っ た 。 し か し ， 近年 は
他の微小害虫 ほ ど問題 と は な っ て いないよ う で あ る 。 発
生がな く な っ た の で は な し 他の微小害虫 に比べ防除法
が確立 さ れ， 最 も 問題 と な る 薬剤抵抗性がみ ら れていな
いのが被害 を抑 え て い る 大 き な 要因 と 考 え ら れ る 。 元茨
城園試場内では 1986�87 年 に か け てガラ ス 室， �地 と も
ト ラ ベ ラ ー ， へ ク タ ー な ど の赤系統の 品種を中心 に 多発

生 し ， 防除試験 も 行わ れ た が， その後， 県内の切花栽培
地 帯 で も 被 害 は 少 な い よ う で あ る 。 全 国 的 に み て も
1987�89 年 に 多 く の 防除試験が試 み ら れて き た が， 近年
で は 他の ス リ ッ プス 類 ほ ど試験 は な く ， それだ け問題が
鎮静化 し て い る と いえ る 。

発 生 経 過

グ ラ ジ オ ラ ス の 栽培 は 球根栽培 と 切花栽培 に 分 け ら
れ， 栽培者 は 異 な る 場合が多い。 し た が っ て 同一圏場で
生産 さ れ る こ と は少 ない。 特 に 問題 と な る の は切花栽培
であ る が， 発生源 と な る の は む し ろ 球根栽培 と 思わ れ る 。
球糠に 付着 し て移動す る 場合が多い と 考 え ら れ る か ら で
あ る 。 自 家採種の場合 は球板生産時の発生 を み て 栽培期
間中の 防除， 収穫後の球根の薬液浸漬 に よ る 防除が判断
で き る 。 し か し 球根 を 購入 し て切花栽培 を行 う 場合 は 球
根生産地帯での発生及び防除の 有無 を 確認す る 必要があ
ろ う 。

球根栽培の場合 3�4 月 に 定植 し ， 9�10 月 に収穫す る
が， その初期発生 は 6�7 月 に み ら れ る こ と が多い。 こ れ
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は球根で越冬 し た 成虫 な ど が産卵 し ， 増殖す る 時期 に な
る た め で あ る 。 同 時 に 土壌中 に残さ れた 木子 な ど で越冬
し た成虫か ら 移動す る 可能性 も 十分考 え ら れ る 。 こ の他
ト ラ ッ プな ど に捕捉 さ れ る こ と か ら も 明 ら かの よ う に 飛

刻 に よ る 寄生 も あ ろ う 。 近辺 に 発生園場が あ る 場合 は む
し ろ 飛来 に よ る 寄生が 1 次的 と 考 え ら れ る 。 球根栽培で
はその 目 的か ら み て も 多 少の茎葉の被害 は問題 と し ない
場合が多いの で， 発生が あ っ て も 見逃がす こ と も 多い と
思わ れ る 。 特 に花の咲 く 前の 7 月 に は摘花す る の で， 葉
の被害が激 し く ない場合 は 防除 し ない こ と が多い。 秋，
掘 り 上げ ら れ た 球根 に 寄生 し て いた 虫 は乾燥中に 球根の
表皮下の球根の根際や間隙 に 入 っ て 越冬す る が， 休 眠 は
ないの で暖かい場所で は 冬期間中に 球根の 白い部分 か ら
吸汁 し ， 図 - 1 の よ う に 褐変 さ せ， 腐敗 さ せ る こ と も 少 な
く ない。 氷点下 に な る 野外 で の 越 冬 は で き な い と い う

SPEYER ( 195 1 ) の報告も あ る が， 表皮下の 球根上での越冬
は十分可能であ る と 考 え る 。 12 月 か ら 1 月 ま での 1 か月
間 20Cの冷蔵庫内に設置 し た 球根上で約 40 % の 成虫， 前
嫡， 幼虫の 生存が筆者の 試験 ( 1 987) で も 明 ら か に さ れ
ている 。

最 も 問題 と な る 切花栽培 で の 発 生 は 抑制栽培の 6�7
月 定植の栽培型 で あ ろ う 。 こ の作型の特徴 は 3�5 月 の 低
温貯蔵 (約 20C) の 後 に ハウ ス に 定植 さ れ 9�10 月 に 切花
と し て 出荷 さ れ る の で， 最 も 増殖の早い 7�8 月 に 被害が
急激 に進展す る 点で あ ろ う 。 前述の よ う に 低温貯蔵中の
生存 は 十分可能 な た め ， 6 月 の 発芽直 後 の 茎 葉 に 被害が
現れ る の が特徴で あ り ， 宮崎氏 の初確認の 報告も こ の作
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図 - 1 グ ラ ジ オ ラ ス ア ザ ミ ウ マ の寄生に よ る 球根腐敗
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表 - 1 茎葉散布に よ る 防|徐効果 ( 1988 ・ 園試場内)

処 理 前 散 布 後 花 弁 の
i共試薬剤 散布倍率 補 正 密

3 日 7 日 1 4 日

散布30 日 後
度
数指 被害度

成虫数 幼虫数 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 成 虫 幼虫

ト ク チ オ ン 乳 剤 1 . 000 1 0 . 0  72 . 0  1 0  2 . 0  1 0  4 . 0  1 0  5 . 0  7 . 2  6 . 9  2 . 5  

ア セ フ ェ ー ト 水和剤 1 . 000 6 . 0  52 . 0  。 。 1 0  。 。 。 。 。 。 。 。 。 1 9  。
無 処 理 7 . 0  65 . 0  9 . 0  70 . 0  1 1 . 0  75 . 0  1 1 . 0  65 . 0  ( 100) ( 100) 23 . 7  

供試品種 . ニ ジ エ ー ル ， ド ナ ウ ， 散布月 日 : 6 月 27 日 ， 出管前

表 - 2 茎葉散布に よ る 防除効果 ( 1989 ・ 土浦市)

処理前 散布 3 日 後 散布 7 日 後 散布 14 日 後
(30 株当 た り ) (30 株 当 た り ) ( 30 株当 た り ) ( 5 株当 た り ) 花弁の

{共試薬剤 散布倍率
成虫 幼虫 成虫

ト ク チ オ ン 乳 剤 1 . 000 61 5 。 1 5  

ア セ フ ェ ー ト 水和剤 1 . 000 81 0 。 0 . 5  

書提 処 理 59 . 5  。 4 4 . 5  

{共試品種 : ヘ ク タ ー， 散布月 日 : 9 月 19 日

図 - 2 グ ラ ジ オ ラ ス ア ザ ミ ウ マ に よ る 花 の 出 す く み症状

型か ら 採集 さ れた も の であ っ た。
露地栽培の場合 は 3�4 月 定植， 7�8 月 収穫の栽培型

と な る の で 6�7 月 の茎棄での被害 を 見逃す と 開花期 に
致命的な被害 を 被 る こ と に な り ， 図-2 の よ う に花の 出 す
く み症状 と な る こ と も 少 な く な い。 品種に よ る 被害の差
は特に認め ら れな い よ う で あ る が， 花色 に よ る 寄生差 は
歴然 と し て お り ， 赤色~ ピ ン ク 系での被害が大 き い と い
え る 。

防 除

本種の発生前か らアセフ ェ ー ト 剤 は ス リ ッ プス 類 を対
象 に 登録が あ り ， 利用 さ れて き た 。 グ ラ ジ オ ラ ス 栽培期
間中の 防除は他の 球根類 に 比べ て も 決 し て 少 な い ほ う で

幼虫 成虫 幼虫 成虫 幼虫 被害度

。 。 。 1 0  3 . 0  1 7 . 5  

。 。 1 1 5  8 . 0  14 . 1  

1 5  1 1 . 5  。 9 . 0  153 . 5  29 . 3  

は な く ， 露地の切花栽培に も こ れ ま で も年間 5�6 回 は散
布 さ れ て き た 。 本 種 の 発 生 を 機 に 穫々 の 防 除 試 験 が
1986�87年 を中心 に 行 わ れた 。 そ の 結果 に つ い て は吉沢
ら (1987) に よ り 本誌 に 記載 さ れた 。 その後 も 試験が継
続 さ れて お り ， その一部 を 表 1， 2 に 示 し た 。 散布剤 と し
て プ ロ チ オ ホ ス 乳剤が追加登録 さ れ た 。

防除法 と し て は 茎葉散布， 球根浸漬が中心 と な る が，
千本木 ら (1988) は 球根 く ん蒸 に ついて検討 し て い る 。
諸外国 で は低温貯蔵， 青酸ガス く ん蒸， 温湯浸漬 な どが
行 わ れて い る 。 発生以来問題が大 き く な ら ない最大の 要
因 は本種の薬剤 に 対 す る 抵抗性が出 現 し ていないた め と
思わ れ る 。 し か し ， オ ン シツ コ ナ ジ ラ ミ， ミナミキイ ロ

アザミ ウ マ ， タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ な ど微小害虫の抵抗性が
表面化 し て き てい る 現状 を考 え る と ， 本種の 防除法 も 多
様化 さ せて お く 必要 が あ る 。

最在最 も 一般的 に 行 わ れ て い る 防除法 はア セフ ェ ー ト
乳剤 に よ る 球根浸漬であ り ， 恒常的 に発生 し て い る 地帯
で は か な り 徹底 し て き て い る 。 発芽後の発生 に つ い て は

アセフ ェ ー ト ， プ ロ チ オ ホ ス の 散 布 を 行 う 。 ま た 蝋化期
に 土中 に 入 る 性質 を利用 し て 土壌施薬剤 を 植 え 付 け た 時
に施用 し て お く と 初期 の 発生 が長期 に 渡 っ て 抑 え ら れ
る 。 球根浸演 に よ る 防除 に ついて は 水温， 浸漬時間 の問
題は あ る が， 30 分程度 は 浸潰す る 方が よ く ， その場合 は
温湯 を用 い な い で も よ い と 思わ れ る 。 浸漬時期 に つ い て
は 掘 り 上 げ直後 の 秋 か 植 え 付 け 前 の 春 先が考 え ら れ る
が， 長塚 (私信) に よ れ ば掘 り 上げ直後の 方が効果が高
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い と の こ と であ る 。 球根で越冬す る 状況 を み て も ， 掘 り
上 げ後虫が球根の根付近や表皮下の 間隙深 く 移動 し て い

く 前 に 処理す る ほ う が よ り 有効 と 考 え ら れ る 。

お わ り に

グ ラ ジ オ ラ ス の害虫 は ， 本種の 他 に 花 を 中心 に寄生す

る ヒ ラ ズハ ナ アザ ミ ウ マ ， ハ ダニ 類， ア ブ ラ ム シ類， ア

キ ノ メ イ ガ， ヨ ト ウ ム シ 類 な ど他の球根類 に 比べ種類 も

多 い。 し た が っ て薬剤の散布 回 数 も 多 い時 は 1 作で 10 回

を超す こ と があ る 。 最 も 重要 な病害 は ウ イ ル ス 病の発生

であ り ， こ れ を媒介す る ア ブ ラ ム シ の 防除 は避 け ら れな

い。 こ の上本種 を対象 に 散布団数がふ え る こ と は好 ま し

く な い。 ま た出菅期以降 の 散布 は効果， 汚れの面 で適切

で は な い の で定植前の 土壌施用 ， 発芽後の茎葉散布 に 重
点 を お き ， 本種 を 含 め た 同時防除 に よ り 極力散布団数の

逓減 に 努め た い。 特 に 抑制栽培 で は 発芽後の 増殖が早 い

時期 に 当 た る の で， 薬量 の 少 な く て す む 6�7 月 の 防除が

最重点 と な る 。

引 用 文 献
o SPEYER， E. R. (1950 : Proc. R. ent. Soc. Lond (B)  

20 ・ 53�62.
2) 吉沢 治 ら (1987) : 植物防疫 41 ( 8 ) : 1�5. 
3) 千本木市夫 (1988) : 関東東山病虫研報 35 : 198�200. 

新 し く 登録 さ れ た 農 薬 (5 . 1 . 1.......5 . 1 . 31 ) 

掲載 は ， 種類名， 有効成分及 び含有量， 商品名 (登録年月 日 ) ， 登録番号 (製造業者又 は輸入業者名 ) ， 対象作物 :
対象病害虫 : 使用 時期及 び回 数 な ど の順。 ( … 日 … 回 は ， 収穫何 日 前何回以 内散布の 略) 0 (登録番号 18260�18276 ま
での 17 件， 有効登録件数 は 6006 件)

『殺虫剤』
エ ト フ ェ ン プ ロ ック ス ・ MEP 粉弗l
エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 0 . 50%， MEP 2 . 0% 
ス ミ チ オ ン ト レ ボ ン粉剤 DL (5 . l . 22)  
18264 (八洲化学) ， 18265 (北海三共)
稲 : ニ カ メ イ チ ュ ウ ・ コ プノ メ イ ガ ・ ツマ グ ロ ヨ コ ノf イ ・

ウ ン カ 類 ・ カ メ ム シ類 ・ ア ザ ミ ウ マ 類 ・ イ ネ ヒ メ ハ モ
グ リ パエ ・ イ ネ ド ロ オ イ ム シ ・ イ ネ ッ ト ム シ : 14 日 3
回

エ ト フ ェ ン プ ロ ック ス ・ MEP 事L剤
エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 10 . 0%， MEP 40 . 0% 
ス ミ チ オ ン ト レ ボ ン乳剤 (5 . 1 . 22)
18266 (八洲化学) ， 18267 (北海三共)
稲 : ニ カ メ イ チ ュ ウ ・ ツマ グ ロ ヨ コ バイ ・ ウ ン カ 類 ・ カ

メ ム シ類 : 21 日 3 回
ピリダフ ェ ン チオ ン ・ フ エ ニ ソ ブ ロ モ レー ト 事L剤
ピ リ ダ フ ェ ン チ オ ン 20 . 0%， フ ェ ニ ソ プロ モ レ ー ト

20 . 0% 
カ ルバデ ィ ー乳剤 (5 . l . 22)
18268 ( ト モ ノ 農薬)
み か ん : ミ カ ンハ ダニ : 30 日 2 回
エ ト フ ェ ン プ ロ ック ス 乳剤
エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 10 . 0%
ト レ ボ ン EW

18270 (塩野義製薬)
稲 : ウ ン カ 類 ・ ツマ グ ロ ヨ コ バイ ・ イ ナ ゴ類 ・ イ ネ ド ロ

オ イ ム シ ・ カ メ ム シ類 ・ イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ : 21 日 3 回，
な す ・ き ゅ う り : ア ブ ラ ム シ類 : 前 日 3 回， ばれい し
ょ : ア ブ ラ ム シ類 : 14 日 3 回， キ ャ ベツ : ア ブ ラ ム シ
類・ ヨ ト ウ ム シ : 3 日 3 回， だ い ず : ハ ス モ ン ヨ ト ウ :
14 日 2 回， え だ ま め : ハ ス モ ン ヨ ト ゥ : 21 日 2 回， さ
や え ん ど う : シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ : 前日 2 回， 宿根か

す み そ う : シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ : 6 回

『殺菌剤』
チオ フ ァ ネー ト メ チル ・ パリダマイ シ ン水和剤
チ オ フ ァ ネ ー ト メ チ ル 45 . 0% ， パ リ ダマ イ シ ン 5 . 0%
ワ ン オ ン水和剤 (5 . l . 22 )
18260 (北興産業)
芝 (ベ ン ト グ ラ ス ) : ヘル ミ ン ト ス ポ リ ウ ム 葉枯病 ・ プラ

ウ ン パ ッ チ : 発 病 初 期 : 6 回 以 内 : 1 m2 当 り 1 l 散
布， 芝 (パ ー ミ ュ ー ダ グ ラ ス ) : へル ミ ン ト ス ポ リ ウ ム
葉枯病 : 発病初期 : 6 回以 内 : 1 m2 当 り 1 l 散布

硫黄 ・ イ ミ ノ ク タ ジ ン酢酸塩水和淘l
硫黄 40 . 0%， イ ミ ノ ク タ ジ ン酢酸塩 5 . 0%
マ ン ト ジ ン フ ロ アプル (5 . l . 22 )
18261 (大 日 本 イ ン キ )
り ん ご : 腐 ら ん病 : 休眠期 : 1 回， な し : 黒斑病 ・ 黒星

病 : 休眠期 : 2 回以 内 ， も も : 縮葉病 : 休眠期 : 1 回
チウ ラ ム ・ ペ フ ラ ゾエー ト 水和剤
チ ウ ラ ム 30 . 0%， ぺ フ ラ ゾエ ー ト 20 . 0%
へル シ ー ド T 水和剤 (5 . 1 . 22 )
18272 (北興化学) ， 18273 (宇部興産)
稲 : ばか苗病 ・ ご ま 葉枯病 ・ い も ち 病 : 20 倍 : 浸種前 :

1 回 : 10 分間種子浸漬， 稲 : ばか苗病 ・ ご ま 葉枯病 ・
い も ち 病 : 200 倍 : 浸種前 : 1 回 : 24 時間種子浸潰，
稲 : ばか苗病 ・ ご ま 葉枯病 ・ い も ち 病 : 乾燥種籾重量
の 0 . 5% : 浸種前 : 1 回 : 種子粉衣 (湿粉衣) ， 稲 : ば
か苗病 ・ ご ま 葉枯病 ・ い も ち 病 : 7 . 5 倍 (使用 量 は乾燥
種籾 1 kg 当 り 希釈液 30 ml)  : 浸種 前 : 1 回 : 種子 吹
き 付 け処理 (種子消毒機使用 )

チウ ラ ム ・ ペ フ ラ ゾヱー ト 水和剤
チ ウ ラ ム 26 . 0%， ペ フ ラ ゾエ ー ト 16 . 0%

(56 ペ ー ジ に 続 く )
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